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松
苑
会
の
新
た
な
出
発

　
　
～
同
窓
会
シ
ス
テ
ム
開
発
～

　
　
松
苑
会

　
　
　
会
　
長
　
来
　
海
　
公
　
子

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
松
苑
会
の
活
動
に
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
私
共
の

母
校
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

な
が
ら
充
実
発
展
を
遂
げ
、
今
年
で
創
立

六
十
六
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
大
学

は
幾
度
と
な
く
変
革
し
、
平
成
二
十
三
年
度

よ
り
女
性
初
の
山
下
副
学
長
を
中
心
に
教
職

員
一
丸
と
な
ら
れ
て
、
よ
り
よ
い
大
学
づ
く

り
に
奮
闘
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
松
苑
会

も
同
窓
生
の
ご
縁
で
絆
を
深
め
な
が
ら
、
学

生
の
将
来
を
大
学
と
協
働
で
支
援
し
て
お
り

ま
す
が
、
卒
業
生
の
入
会
が
思
わ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
深
刻
な
事
態
を
解
決
す
る

た
め
に
大
学
の
ご
尽
力
に
よ
り
、「
Ｗ
ｅ
ｂ

同
窓
会
シ
ス
テ
ム
」
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
目
的
や
仕
組
み
、
登
録
か
ら
利

用
の
流
れ
等
を
同
封
の
誌
面
で
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
よ
り
会
員
の
皆
様
、
在
学
生
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
魅
力
的
な
松
苑
会
と
し

て
新
た
な
出
発
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　

松
苑
会
は
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
心
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た
厳
し
い
現
実
と
向
き

合
わ
ざ
る
を
え
な
い
大
学
や
後
輩
の
た
め
に

出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
震
災
や
台
風
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
会
員
の
方
々
に
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

副
学
長　

山
　
下
　
由
紀
恵

　

私
は
、
高

憲
二
先
生
の
後
を
引
き
継

ぎ
、
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
松
江
キ
ャ
ン

パ
ス
の
副
学
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
三
年
度
は
、
本
学
が
外
部
機
関
ら
の
認

証
評
価
を
受
け
る
と
い
う
大
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
、
皆
様
の
母
校
、
現
在

の
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
が
、
今
、
変

革
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
痛
切
に
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
皆
様
が
学
生
の
頃
と
変
わ

ら
ず
真
摯
で
、
そ
の
熱
意
と
明
る
さ
に
、
い

つ
も
励
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
真

摯
な
学
生
た
ち
の
卒
業
認
定
単
位
数
が
、
国

の
短
期
大
学
設
置
基
準
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
の
で
是
正
せ
よ
、
と
い
う
助
言
が
出
ま

し
た
。
健
康
栄
養
学
科
は
栄
養
士
養
成
を
、

保
育
学
科
は
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
養
成
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
務
に
必
要
な

資
質
を
養
成
す
る
た
め
に
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
長
年
ど
ん
ど
ん
科
目
数
が
増

大
し
、
卒
業
認
定
単
位
も
増
え
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
短
大
の
基
準
に
合
わ

せ
て
削
減
せ
よ
、
と
の
助
言
で
し
た
。
さ
ら

に
、
総
合
文
化
学
科
で
も
、
前
期
後
期
の
履

修
単
位
を
制
限
す
る
よ
う
と
の
助
言
が
出

ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
栄
養
学
科
が
平
成

二
十
二
年
度
の
島
根
県
内
高
校
二
年
生
で
実

施
し
た
大
規
模
調
査
で
は
、
進
学
希
望
者
全

体
の
う
ち
、
短
期
大
学
希
望
者
は
九
％
程
度

に
す
ぎ
ず
、
結
果
的
に
四
年
制
大
学
志
望
者

の
県
外
志
望
状
況
が
は
っ
き
り
と
出
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
公
立
大
学

と
し
て
の
若
者
定
住
の
任
務
を
今
後
も
続
行

し
、
地
域
に
必
要
な
資
質
の
人
材
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
輩
出
し
て
い
く
に
は
、
四
年
制

へ
の
変
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
学
内
の
委
員
会
で
、
入
学
生
の

志
願
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
今
、
こ
の
状
況
で
、
私
た
ち
は
、
卒

業
し
て
社
会
的
立
場
に
立
た
れ
た
皆
様
か
ら

の
、
課
程
見
直
し
へ
の
ご
意
見
を
、
切
望
し

て
い
ま
す
。
皆
様
が
卒
業
さ
れ
て
か
ら
、
大

学
で
の
人
材
養
成
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
っ

た
こ
と
、
本
学
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
何
な
り
と
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
は
、
卒
業
生
か
ら
の
声
を
道
標

に
、
ま
た
一
歩
、
次
の
時
代
へ
踏
み
出
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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　松苑会会報第３号は、代議員総会報告やホームカミングデー、飛鳥祭の様子をお届
けしました。
　また、今後は同窓会Ｗｅｂシステムの導入により大学、在学生、卒業生がパソコン
や携帯電話を通して情報の共有ができるようになります。積極的にご活用いただきた
いと思っています。
　ご意見、ご感想等お寄せください。

（役員一同）

編集後記

URL http://www.u-shimane.ac.jp 島根県立大学 検 索

● 役員交代 ●
新理事　　福島智恵美
新監事　　山田　玲子

退　任　　古浦　　楓
　　　　　市居美代子

Web同窓会システムのご案内
現在、島根県立大学短期大学部松江キャンパスでは、

本学の在学生・卒業生が利用するWeb同窓会システムを導入しました。

Web同窓会システムとは…
パソコンや携帯電話からインターネットを利用し、
在学生、教職員、卒業生限定の情報を利用できる仕組みです。

Web同窓会
システムへアクセス
　→各種限定コンテンツ

●同窓会システムに登録すると、
　つぎのことが可能になり、とても便利です。

●システムは無料で利用できますが、登録手続きが必要です。（通信料除く）
　登録から利用までの流れは別紙をご覧ください。

学科別・年度別掲示板

★ここが特別★
「mixi」などの一般的なソーシャルネット
ワークシステムとは違い、関係のない人
は参加することができないため、安心し
て利用できます。

各学科・卒業年度ごとの掲示板で、
同窓生同士で交流することが可能です。

メッセージ

年度途中の求人情報や、
同窓生の皆さま向けの
情報を随時提供しますの
で、いつでもご覧になれ
ます。

同窓会名簿記載の内容
変更を、従来のようにハ
ガキやFAXを送らなく
ても、変更手続きが簡単
にできます。

大学からの
お知らせ

松苑会行事のご案内や
会報をお届けします。

松苑会からの
お知らせ

登録情報変更

同封いたしました大学からのシステムのご案内
を見ていただき、手順に添って手続きを行ってく
ださい。
メールアドレスの返信のない方は、従来通り封書
により松苑会の行事等ご案内いたします。
尚、ご不明な点がございましたら、次のところへ
ご連絡ください。

島根県立大学短期大学部
松江キャンパス 松苑会事務局
TEL 0852-26-5525
布志原　久美子（松苑会理事）
TEL 0852-24-8613
安部　文子（松苑会理事）
TEL 0852-25-6628

特定の人と1対1でメッセージのやりとりができます。メールだとアド
レスが変わると連絡が途絶えがちですが、メッセージ機能ならその
ような心配はいりません！！
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ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー

　卒業生の皆様に母校を訪問していただき、懐かしい学生時代にタイムスリッ
プし母校をもっと身近に感じていただきたいと思い「ホームカミングデー」を
開催しました。

第１回  平成22年9月9日

島根県立大学短期大学部松江キャンパス教授

小泉　凡 先生

演　題
「異界」を楽しむ
～ハーン・水木・ジブリの世界～
　映像を見ながら小泉先生の優しい語りで小
泉八雲のルーツやあまり知られていないエピ
ソードなどとても楽しく聞かせていただきま
した。

第２回  平成23年9月25日

元島根県立大学短期大学部松江キャンパス教授

三保　サト子 先生

演　題
「猫と女は見た目が九割？
　　　　― ひかる源氏の時代 ―」
　源氏物語を三保先生の独特の語りで面白
く、分かりやすく読み解いていただきました。
遥か、いにしえの時代でも男女のことや人の
本質はそう変わらないものだと思いました。

　飛鳥祭
に参加

して

平成23年10月15、16日、平成24年10月13日と松苑
会のコーナーを設けていただき飛鳥祭に参加しました。
平成23年は、会員の手作り品や不用品を持ち寄りバ
ザーをしました。平成24年は地元産の新米のすくい取
りやお菓子のつかみ取りを企画し、学生だけでなく、一
般の方や子供達に大人気でした。収益金は学友会に寄付
しました。
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来海会長挨拶

懇親会

山下副学長挨拶

瀬古先生記念講演①

出席者の方々

瀬古先生記念講演②

代
議
員
総
会
開
催

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
宍
道
湖
に
於
い
て
、
代
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
肌
寒
く
、
天
候
も
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
〇
〇
名
近
い
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
前
に
、
山
下
副
学
長
よ
り
大
学
の
現
状
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
今
後
の
大
学
の
あ
り

方
等
の
話
を
聞
き
、
大
学
も
大
き
く
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
会
務
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
そ
し
て
平
成
二
十
四
年
度

事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
懇
親
会
、
記
念
講
演
と
続
き
、
講
演
で
は
瀬
古
先
生
よ
り
「
秋
の
空
、
秋
の

風
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
イ
ン
ド
の
弦
楽
器
シ
タ
ー
ル
と
中
国
の
古
琴
の
弾
き
語
り
を
し
て
い

た
だ
き
、
穏
や
か
な
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 代 議 員 総 会 次 第

₁．開 会 の こ と ば
₂．物 故 者 へ 黙 祷
₃．会 長 挨 拶
₄．来賓挨拶　山下副学長様
₅．議 事

₁)　議 長 選 出
₂)　会 務 報 告
₃)　会計決算報告
₄)　会計監査報告
₅)　平成24年度事業計画
₆)　平成24年度予算
₇)　質 疑 応 答
₈)　監 事 承 認

₆．閉 会 の こ と ば


